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○
金
婚
式
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の
表
彰

　
　

金
婚
式
（
結
婚
50
年
）　　
　
　

  

13
組

　
　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）
７
組

○
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
　

熊
本
県
・
熊
本
県
企
業
局
・
球
磨
地
域

振
興
局
に
要
望

○
定
住
促
進
宅
地
分
譲
（
宮
田
）
に
つ
い
て

　
　

公
募
に
よ
り
４
区
画
の
う
ち
３
区
画
が

決
定

　
　○
公
立
多
良
木
病
院
の
医
師
招
聘
に
つ
い
て

　
　

医
師
不

足
に
よ
る

地
域
医
療

を
守
る
た

め
、
自
治

医
科
大
学

の
関
連
組

織
で
あ
る

地
域
医
療

振
興
協
会

に
協
議
を

依
頼
し
た
。

○
第
29
回
人
吉
球
磨
童
話
発
表
大
会
に
つ
い

て

　
　

湯
山
小
学
校
４
年
郷
悠
稀
（
は
る
き
）

さ
ん
が
、
昨
年
に
続
き
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
。

第３回９月定例会

〜　

第
三
セ
ク
タ
ー
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置　

〜

第２号

　

平
成
25
年
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
が
９
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
人
事
案
件
１
件
、

条
例
１
件
、
報
告
１
件
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
２
件
、
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算
３
件
、
24
年
度
各
会
計
決
算
８
件
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
決
算
で
２
５
，
０
５
７
千
円
の
損
失
を
計
上
し
た
（
株
）
み
ず
か
み
に
つ
い
て
、
議
長
発
議
に
よ
る
「
第

三
セ
ク
タ
ー
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
決
算
状
況
と
今
後
の
改
善
計
画
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
へ
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

県土木部長に要望書を提出する廣瀬村長

球磨郡公立多良木病院

前列左が郷悠稀さん
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○
中
英
杯
熊
本
大
会
（
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー

チ
大
会
）
に
つ
い
て

　
　

水
上
中
学
校
２
年
の
那
須
優
希
（
ゆ
う

き
）
さ
ん
が
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
を
含

む
全
体
ト
ッ
プ
の
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

○
中
学
生
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
県

予
選
大
会
に
つ
い
て

　
　

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
に
出
場
し
た
水

上
中
３
年
の
小
原
基
広（
も
と
ひ
ろ
）君
は
、

６
０
メ
ー
ト
ル
２
５
を
投
げ
見
事
優
勝
。

10
月
25
日
か
ら
横
浜
市
で
行
わ
れ
る
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
戦
に
出
場
す
る
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

尾
前
和
明
氏
（
本
野
）
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
水
上
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
　

今
年
３
月
に
制
定
し
た
政
治
倫
理
条
例

の
10
月
１
日
か
ら
の
施
行
に
伴
い
、
政
治

倫
理
審
査
会
の
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
追

加
し
た
も
の
で
す
。
会
長
４
，
４
０
０
円
、

委
員
４
，
１
０
０
円
、
学
識
経
験
者
１
２
，

０
０
０
円
（
弁
護
士
な
ど
）

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
９
，
４
１
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
７
億
４
，

３
３
５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
７
月
の
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ
る
江
代
地
区
の
村
道
片
地
横

才
線
災
害
復
旧
工
事
７
，
１
０
０
万
円
な

ど
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
２
６
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
８
，
８
７
６
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
１
２
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
３
，
２
１
２
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
24
年
度
水
上
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

決　

算　

認　

定

決　

算　

認　

定

決　

算　

認　

定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
24
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
24
年
度
水
上
村
財
政
健
全
化
判
断
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
監
査
委
員
の

意
見
を
付
し
て
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
良
好

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
の
た
め
の

意
見
書
採
択
」
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

　
　

森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地
球
温
暖
化

対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
恒
久
的
・
安
定

的
な
財
源
確
保
を
講
ず
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陳
情
書
を
採
択

し
、
意
見
書
が
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

○
道
州
制
導
入
反
対
に
関
す
る
意
見
書
に
つ

い
て

　
　
「
道
州
制
へ
の
移
行
の
た
め
の
改
革
基
本

《　

報　
　

告　

》

《　

報　
　

告　

》

《　

報　
　

告　

》

《　

陳　

情　

書　

》

《　

陳　

情　

書　

》

《　

陳　

情　

書　

》

法
案
」
が
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て

閉
会
中
審
査
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

陳
情
書
を
採
択
し
、
意
見
書
が
内
閣
総
理

大
臣
等
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
））

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

７
月
16
日
開
催

第
２
回
臨
時
会

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，
３
０
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
６
億
４
，

９
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
災
害
復

旧
に
係
る
測
量
設
計
調
査
委
託
料
を
追
加

計
上
し
ま
し
た
。

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》
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平成24年度　水上村会計別決算総括表

会　計　別 区分 予算現額 決算額
予算現額に対する決
算額比較増減額（繰
越明許費を含む）

予算現額に対する決
算額の比較（％）

一般会計
歳　　　入 2,898,020,000 2,916,379,139 18,359,139 100.63%
歳　　　出 2,898,020,000 2,643,623,903 △ 254,396,097 91.22%

歳入歳出差引減額 272,755,236

国民健康保険
特別会計

歳　　　入 392,666,000 399,221,670 6,555,670 101.67%
歳　　　出 392,666,000 337,710,145 △ 54,955,855 86.00%

歳入歳出差引減額 61,511,525

簡易水道事業
特別会計

歳　　　入 44,924,000 45,097,521 173,521 100.39%
歳　　　出 44,924,000 40,516,579 △ 4,407,421 90.19%

歳入歳出差引減額 4,580,942

農業集落排水事業
特別会計

歳　　　入 52,430,000 52,610,315 180,315 100.34%
歳　　　出 52,430,000 50,881,384 △ 1,548,616 97.05%

歳入歳出差引減額 1,728,931

下水道事業特別会計
歳　　　入 52,970,000 52,612,995 △ 357,005 99.33%
歳　　　出 52,970,000 48,356,160 △ 4,613,840 91.29%

歳入歳出差引減額 4,256,835

介護保険特別会計
歳　　　入 326,745,000 324,597,741 △ 2,147,259 99.34%
歳　　　出 326,745,000 311,382,645 △ 15,362,355 95.30%

歳入歳出差引減額 13,215,096

林業集落排水事業
特別会計

歳　　　入 9,100,000 9,105,390 5,390 100.06%
歳　　　出 9,100,000 8,628,490 △ 471,510 94.82%

歳入歳出差引減額 476,900

後期高齢者医療
特別会計

歳　　　入 28,427,000 28,527,649 100,649 100.35%
歳　　　出 28,427,000 27,879,703 △ 547,297 98.07%

歳入歳出差引減額 647,946

総　合　計
歳　　　入 3,805,282,000 3,828,152,420 22,870,420 100.60%
歳　　　出 3,805,282,000 3,468,979,009 △ 336,302,991 91.16%

歳入歳出差引減額 359,173,411

（単位：円）

歳入

歳出

地方譲与税 40,485,055 円 1.39%
利子割交付金 247,000 円 0.01%
配当割交付金 168,000 円 0.00%
株式譲渡金 42,000 円 0.00%
地方消費税交付金 18,672,000 円 0.64%
自動車取得税交付金 8,805,000 円 0.30%
地方特例交付金 304,000 円 0.01%

議会費 64,346,210 円 2.43%

諸支出費 27,729,000 円 1.05%

災害復旧費
108,936,405 円 
4.12%

公債費
368,541,296 円 
13.94%

商工費 
114,479,811 円 4.33%

消防費 
78,819,613 円
2.98%

交通安全対策交付金 566,000 円 0.02%
分担金及び負担金 28,165,336 円 0.97%

使用料及び手数料 27,014,841 円 0.93%

国庫支出金
169,493,920 円
 5.81%

国庫支出金
169,493,920 円
 5.81%

国庫支出金
169,493,920 円
 5.81%

県支出金
184,183,668 円 6.32%
県支出金
184,183,668 円 6.32%
県支出金
184,183,668 円 6.32%

財産収入 7,991,097 円 0.27%
寄附金 565,000 円 0.02%
繰入金 50,119,462 円 1.72%

繰越金
289,879,850 円
9.94%

繰越金
289,879,850 円
9.94%

繰越金
289,879,850 円
9.94%

諸収入
35,151,237 円
1.21%

地方交付税
1,599,554,000 円
54.85%

総務費
582,581,774 円
22.04%

民生費
394,455,169 円
14.92%

衛生費
137,336,606 円
5.20%農林水産業費

292,625,492 円
11.07%

土木費
250,570,638円
9.48%

教育費
223,201,889円
8.44%

村税
208,519,673 円
7.15%

村債
246,452,000 円
8.45%

村債
246,452,000 円
8.45%

村債
246,452,000 円
8.45%

平成 24年度　歳入歳出表　一般会計
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第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

第
三
セ
ク
タ
ー
「
株
式
会
社
み
ず
か

み
」
は
、
過
去
10
年
ぐ
ら
い
赤
字
経

営
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
24
年
度
の
決
算

状
況
及
び
赤
字
総
額
は
。
ま
た
、
原
因
、
要

因
は
。
資
本
金
５
，
０
０
０
万
円
が
枯
渇
し

た
の
は
事
実
か
。

廣
瀬
村
長　

今
期
が
第
11
期
と
な
り
、

平
成
24
年
度
の
収
支
は
２
，４
０
０
万

円
を
超
え
る
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。全
体
の
売

り
上
げ
は
昨
年
度
よ
り
延
び
て
い
る
が
、個
々

の
施
設
は
伸
び
て
い
な
い
。キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い

て
は
、ロ
グ
ハ
ウ
ス
利
用
は
多
い
が
、テ
ン
ト
サ
イ

ト
、バ
ン
ガ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
回
転
率
が
悪
い
。し

か
し
、一
番
利
用
率
が
高
い
の
が
キ
ャ
ン
プ
場
で

あ
る
。山
の
幸
館
に
お
い
て
は
、慢
性
的
に
客
が

少
な
く
、売
り
上
げ
も
減
と
な
っ
て
い
る
。外
販

に
お
い
て
は
、現
社
長
の
も
と
昨
年
度
よ
り
53

日
増
を
こ
な
し
、売
り
上
げ
も
伴
っ
て
伸
び
て
い

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

本
村
の
栗
園
は
、
過
去
、
耕
作
者

２
０
０
名
、面
積
は
２
３
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、１
億
円
以
上
の
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
。

現
在
で
は
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等
か
ら
、

放
棄
地
が
大
変
目
立
つ
状
況
で
あ
る
が
、
現

況
及
び
今
後
の
課
題
、
指
導
方
法
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

岩
崎
経
済
課
長　

現
況
は
生
産
者
の

高
齢
化
、病
害
虫
防
除
の
不
徹
底
、鳥

獣
類
被
害
の
増
加
、単
価
低
迷
等
に
よ
り
生
産

意
欲
が
減
退
、こ
れ
ら
が
耕
作
放
棄
地
の
増
加

一　

般　

質　

問
那須 正弘　議員

米良 　哲　議員

る
。た
だ
、外
販
を
多
く
こ
な
し
た
も
の
の
、人

件
費
、交
通
費
等
の
経
費
が
上
が
っ
て
利
益
が

出
て
い
な
い
。当
初
５
，０
０
０
万
円
の
資
本
金

が
10
年
を
経
て
現
在
枯
渇
状
態
で
あ
る
。

こ
の
２
年
間
の
赤
字
対
策
が
示
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
と
、
今
後
の
取
り
組

む
べ
き
姿
勢
、
改
善
策
は
。

廣
瀬
村
長　

現
社
長
は
、
第
10
期
の

後
半
に
就
任
し
、
実
質
１
年
の
運
営
。

赤
字
に
つ
い
て
は
、
本
人
は
も
と
よ
り
私
達

取
締
役
も
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。
社
長
に
は

10
％
の
報
酬
カ
ッ

ト
、
改
善
計
画
は

検
討
中
で
、
思
い

切
っ
た
改
善
策
を

お
願
い
し
て
い
る
。

村
長
交
際
費
に
つ
い
て

前
村
長
の
交
際
費
は
年
間
６
０
万
円

の
予
算
を
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
廣

瀬
村
長
は
こ
の
２
年
間
で
４
０
万
円
を
増
額

さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
各
種
会
合
出

席
時
の
御
樽
等
を
補
う
た
め
の
増
額
で
あ
る

と
答
弁
さ
れ
た
が
間
違
い
な
い
か
。

問

問

問

答

答

答

元湯

問

廣
瀬
村
長　

御
樽
の
回
数
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、そ
う
い
っ
た
答
弁
で
あ
っ

た
が
、総
額
に
占
め
る
御
樽
代
は
50
％
足
ら
ず

で
、数
字
的
に
説
得
力
が
な
く
誤
解
を
招
く

結
果
と
な
り
お
詫
び
す
る
。

個
人
で
建
立
さ
れ
て
い
る
神
社
祈
願

祭
へ
の
御
樽
支
出
と
公
務
出
張
は
、

政
教
分
離
に
よ
る
禁
止
事
項
に
違
反
す
る
の

で
は
。

答問

廣
瀬
村
長　

地
方
自
治
体
か
ら
神
社

仏
閣
等
へ
の
寄
付
等
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
社
会
通
念
上

許
さ
れ
る
範
囲
と
判
断
し
、
地
域
お
こ
し
の

模
索
中
で
、
各
町
村
に
案
内
が
あ
り
公
務
と

し
て
出
席
し
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

　

○
議
会
で
の
村
長
等
答
弁
に
つ
い
て

答に
つ
な
が
って
い
る
。

廣
瀬
村
長　

難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、今
後

は
山
林
化
、ま
た
法
人
化
に
よ
る
経
営
な
ど
方

策
を
議
論
し
、ま
た
生
産
者
の
意
欲
も
踏
ま
え

充
分
調
査
を
行
い
、地
目
変
更
に
つ
い
て
も
出

来
る
か
否
か
、農
業
委
員
会
と
も
協
議
を
進
め

な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

栗園の耕作放棄地
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地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
交
通
手
段

は
今
後
と
も
大
き
な
問
題
と
考
え
る
。

昨
年
本
村
で
も
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
安
心
し
た
生

活
、
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
早
急
な
解
決
に

向
け
た
協
議
を
お
願
い
す
る
。今
後
の
対
策
、

手
段
は
。

問民
生
委
員
に
つ
い
て

民
生
委
員
の
平
成
24
年
度
の
活
動
状

況
、
経
費
、
報
酬
等
は
。

那
須
住
民
福
祉
課
長　

現
在
民
生
委

員
は
大
字
ご
と
に
３
名
、主
任
児
童
委

員
２
名
、合
計
11
名
。活
動
内
容
は
定
例
会

が
毎
月
。６
月
、９
月
、12
月
、２
月
、３
月
に
は

80
歳
と
90
歳
の
敬
老
祝
金
の
配
布
、12
月
に
は

一
人
暮
ら
し
の
世
帯
に
歳
末
見
舞
品
の
配
布
、

そ
の
ほ
か
各
種
行
事
へ
の
出
席
参
加
を
し
て
い

る
。相
談
支
援
、訪
問
、連
絡
調
整
回
数
を
合

わ
せ
る
と
、延
べ
年
間
１
，５
７
１
日
で一
人
当
た

立尾 一喜　議員

問答

中
嶽
総
務
課
長　

以
前
、住
民
に
対
し

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、地
域
公
共

交
通
対
策
協
議
会
を
設
置
し
協
議
を
重
ね
て

い
る
。熊
本
県
と
も
協
議
し
た
結
果
、も
う
少

し
地
域
住
民
の
意
向
を
聞
き
取
る
べ
き
と
の

指
導
か
ら
、区
長
会
等
で
意
見
を
集
約
し
、人

吉
球
磨
公
共
交
通
協
議
会
と
の
関
連
も
含
め

検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

答り
１
４
２
．８
日
活
動
し
て
い
る
。報
酬
は
民
生

委
員
法
で
無
償
と
決
ま
っ
て
お
り
、村
か
ら
活

動
費
と
し
て
年
間
５
万
５
，０
０
０
円
、会
長
６

万
５
，０
０
０
円
を
交
付
し
て
い
る
。ま
た
民
生

委
員
協
議
会
へ
６
５
万
円
を
補
助
し
、定
例
会

の
費
用
弁
償
１
，５
０
０
円
と
合
わ
せ
、委
員
の

そ
の
他
の
活
動
費
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

　

一
人
平
均
で
単
純
計
算
で
は

１
回
当
た
り
微
々
た
る
も
の
。

国
か
ら
の
委
嘱
で
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
り
、
大
変
な
ご
苦
労
、
活
躍
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
村
民
が
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
56
人
の
民

生
委
員
が
住
民
の
家
を
駆
け
回
っ
て
い
る
最

中
に
、尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
。
安
全
対
策
、

補
償
の
見
直
し
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
国
へ

の
要
望
等
を
お
願
い
し
た
い
。

要
望

小
学
校
プ
ー
ル
の
使
用
に
つ
い
て

夏
休
み
期
間
に
お
け
る
小
学
校
プ
ー

ル
の
土
、
日
曜
日
閉
鎖
の
経
緯
と
今

後
の
方
針
は
。

井
上
教
育
長　
４
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
時

に
話
し
合
わ
れ
、保
護
者
の
方
か
ら
土
、

日
曜
日
は
避
け
た
い
と
の
意
見
か
ら
平
日
の
み

の
解
放
と
な
っ
た（
現
在
は
監
視
員
２
名・夏
休

み
期
間
１
回
の
当
番
）。い
つ
か
ら
平
日
の
み
に

な
っ
た
か
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、保
護
者
の
減

少
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、プ
ー
ル
の
維
持
管
理

（
カ
ギ
の
受
け
渡
し
、機
械
の
操
作
、塩
素
濃

度
測
定
、日
誌
の
記
入
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
準
備
）に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

中
学
生
の
川
水
浴
禁
止
の
経
緯
は
。

井
上
教
育
長　

川
で
の
遊
泳
は
禁
止

す
る
が
、保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
泳
い

で
も
か
ま
わ
な
い
と
、中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の

折
に
決
定
し
た
と

校
長
か
ら
聞
い
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

事
項○

今
後
の
集

客
活
動
に

つ
い
て

○
終
活
に
つ

い
て

問問 答答

　

暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
り
、
朝
夕
が

冷
え
込
み
始
め
、
よ
う
や
く
秋
ら
し

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
白
水
阿
蘇
神
社
秋
季
大
祭

が
あ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
方
が
訪
れ
、
神
楽
の
奉
納
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
、
境
内
に
は
、
笑

い
声
や
鬼
を
怖
が
る
子
供
の
泣
き
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
上
中
学
校
の
生
徒
が
神

楽
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
11
月
17

日
の
文
化
祭
で
発
表
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

 　

米
本　

宗
徳

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

小
野　

頼
年

副
委
員
長　
　

米
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徳
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員　
　
　

荒
嶽　
　

晋

米
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哲


